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 「若い人たちに四島のことを語り継いでほしい。」 

 この言葉は、私が夏休みに参加した「北方領土返還要求運動関東甲信越青少年交流会」にて元島

民の方が当時のことをお話ししてくださった際に、印象に残った言葉です。 

 北方領土が今のロシアに占拠され、八十年が経ち、元島民の方々の平均年齢は八十九歳を超えま

した。このまま月日が流れると、北方領土問題は風化していき、人々から忘れられてしまうかもし

れません。 

 この問題を風化させないために私たち、若い世代ができることはないのでしょうか。 

 先ほど話した交流会で私は、各地域の中学生と「二十年後、北方領土が平和なモデル地域となる

ための工夫は？」というテーマでいろいろなアイデアを出し合いました。その話し合いの一つとし

て、「若い世代ができること」という話題がありました。 

 私たちのグループで一番に出た意見は「ＳＮＳ」です。各学校でアカウントをつくり、北方領土

に関する活動をしている様子を発信したり、有名人や影響力のある人物に依頼したりすることで若

い人たちに北方領土問題について知ってもらうことができます。しかし、私の感じたところではＳ

ＮＳは十代から二十代の方が多く利用しており、三十代から六十代の方で利用している人は少ない

傾向にあると思います。年齢問わず北方領土問題について多くの人に知ってもらうため、それに加

え日本とロシア以外の国の人々にもこの問題について知ってもらうためにはテレビや新聞などのメ

ディアを使う必要があります。メディアでこの問題をもっと取り扱ってもらうには日ロ間の関係を

改善し、交渉を一歩でも進めなければいけません。 

 そのため、私たち中学生がメディアという方法を使うのは難しいと考えられます。 

 では若い世代にできることは一つもないのか。そういう訳でもありません。 

 私の住む根室市では、中学生や高校生が参加できる取り組みが多くあります。例えば、姉妹都市

である富山県との交流会や高校生と共に元島民の方からお話しを聞くラジオ放送、北方領土返還を

訴える市民大会などです。どの活動も沢山の人が参加している、北方領土に一番近い地域として大

切な取り組みです。 

 北方領土がロシアに占拠されて八十年、元島民の方々の平均年齢は八十九歳を超えています。元

島民の方々の高齢化はこれからも進み、時間は残されていません。 

 「若い人たちに語り継いでほしい。」という、元島民の方の思いを私たち若い世代はさまざまな

活動を通して、後世につないでいく役割があるのです。 

 


